
第 3 回西荻窪地域（仮称）デザイン会議 
意見要旨の整理 

 

 

 

◆デザイン会議や部会での議論のベースづくり 

 

 

 

 

必要な情報・データ  

 補助 132 号線の基本情報や計画策定の経緯 

 補助 132 号線の必要性や整備効果 

 沿道の歩行者や自転車の安全性を確保する対策 

 情報提供の方法 

 区と住民による検討に役立つ情報提供イベントの開催 

 西荻窪の課題や魅力が整理された学習プログラムの提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 勉強会やまちあるきによる西荻窪のまちの変化と現状の把握及び補助 132 号線計画

の現状把握と情報共有 

 

 デザイン会議に関わる層の拡大 

 第 3者的なビジョンが持てる通勤通学者・来街者、学生などの若い世代、商店街関係

者や JR などの民間企業の参加促進 

 ユニバーサルデザインの視点から障がい者や高齢者の参加の促進 

 杉並区の他部署との連携強化や情報共有 
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◆デザイン会議（本会議・部会など）で検討したいテーマ 

 

 

 

 

 

 

 

検討に必要な情報・データ  

先進的な市民参加型まちづくりの事例  

例）オレゴン州ポートランド 世田谷区（北沢デザイン会議・太子堂） 

西荻窪のまちづくりに関係する事業者や住民の意見 

まちの状況把握のための調査手法 

 

 検討の成果（課題の解決策）  

 西荻窪の将来ビジョンの作成 

 沿道状況に応じた補助 132 号線の道路デザインの設計 

 補助 132 号線周辺エリアを対象としたまちづくり協議会やまちづくり団体の設立 

 テーマを限定しないまちに関わる様々な対話・企画を行うプロジェクト型の場の設定 

 地域活動への参加促進による人材育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討に必要な情報・データ 

ほこみち（国土交通省道路局の歩行者利便増進道路）に関する情報 

ウォーカブル区域の内容や区域指定に向けて必要な事項 

 

 検討の成果（課題の解決策）  

 ウォーカブルなまちを目指した道路のあり方や設計 

 ソフト対策によるウォーカブルなまち・歩車共存の実現 

 街の回遊性を高める空間づくり 

 自転車専用レーンの整備・駐輪場の現状把握と新設 バスロータリーの拡大 

  

 現況と将来の姿を理解した上での西荻窪のまちや補助 132 号線沿道のあり方の検討 

 まちづくりの方向性や理念の検討 

 補助 132 号線の断面・デザインの検討 

 補助 132 号線の整備を沿道やまちの質の向上に活かす方策の検討 

 

 ウォーカブルなまちや人中心の道づくりの検討 

 ウォーカブル区域指定を念頭に商店街の活性化を踏まえた人優先の道路の検討 

 歩行者と共存した移動しやすい自転車交通の検討 

 バス交通ネットワークの整備やモビリティバスの活用 

 地域交通の増加の緩和の検討 

 

 



 

 

 

 検討の成果（課題の解決策） 

 西荻窪の文化や街の空間、店舗を生かした特徴あるイベントの開催 

 気候変動対策としての量り売り商店の普及 

 若い層をまちに巻き込む拠点の設置や西荻窪来訪の目的となる場の創出 

 

 

 

 

 

検討に必要な情報・データ  

まちづくり方針やまちづくりのルール策定の先進事例 

交通や建物に関する規制の内容や導入に向けた検討事項 

 

 検討の成果（課題の解決策） 

 補助 132 号線沿道のまちづくりのルール策定 

 個人商店と商店街の街並みを守るルール作り 

 

 

 

 

 

検討に必要な情報・データ 

有効活用の先進事例 

   

 検討の成果（課題の解決策） 

 道路完成までに賑わいを停滞させない道路用地の活用 

 道路用地のグリーンインフラ・ウォーカブルなまちづくりへの活用 

 空き家や空き店舗の利活用の仕組みづくり 

 

 

 

 

 

 検討の成果（課題の解決策） 

 参加しやすい防災・防犯ボランティア活動の実現 

  

 商店街や個人商店の維持・発展に向けた検討 

 商店街マップづくり 

 

 

 まちの魅力や個人商店がある中低層の街並みを守るまちづくりの方針の検討 

 

 空地（道路用地）や空き家の活用の検討 

 道路用地や空地を使った社会実験の実施 

 

 避難所の整備などの防災対策の検討 

 体験型防災訓練による地域コミュニティ育成 

 



 

 

 

 

 検討の成果（課題の解決策） 

 住民と行政が両輪となったグリーンインフラへの取組 

 

 

 

 

 

 検討の成果（課題の解決策） 

 住民と行政が両輪となる、条例等による緑の維持・拡大 

 学校と連携した緑化の推進 

 街路樹による暑さ対策 

 緑化と安全性のバランスを管理する住民活動組織の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身近なことから始めるグリーンインフラの普及と実践 

 まちの水調整機能アップのための道路用地などのグリーンインフラ活用 

 

 みどりを守り育てる方針の明文化に向けた検討 

 関根橋周辺のデザイン検討や社会実験による緑の啓発 

 

 

 広場や公園のあり方や整備計画の検討 

 

 子どもや高齢者、障がい者などの居場所や遊び場を確保する方策の検討 

 

 

 善福寺川調節池計画の内容や地域への影響の把握 

 




